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日
文
研

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー

の
創
設

に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年
に
開
設
さ
れ
た
事
業

の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
主
な
目
的
は
海

外

の
日
本
研
究
者
と

日
本

の
研
究
者
と

の
交
流
を
促
進
す

る
こ
と

に
あ
り
ま

す
。研

究
と

い
う
人
間
の
営
み
は
、

フ
ォ
ー

マ
ル
な
活
動

の
み
で
成
り
立

っ
て
い

る
わ
け

で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会

や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
議

論
や
情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
そ

の
よ
う
な
契
…機
を
生
み
出
す
こ
と
を
願

い
、
様

々
な
研
究

者

が
自
由
な

テ
ー

マ
で
話
が
出
来
る
よ
う

に
、
文
字
ど
お
り
イ

ン
フ
ォ
ー

マ
ル

な

「
広
場
」
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書

の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様

の
日
文
研

フ
ォ
ー

ラ
ム

へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

片
倉

も

と

こ





● テーマ ●

ニュージーランドの学生が学ぶ「日本」

高等教育の社会科力リキュラムを中心に

Japan-relatedContent
intheNewZealandHighSchools'SocialStudiesCurriculum

一

●
ポ
パ

M

者

・
凱

表

ナ

P

発

一
皿

イ

.网

●

ウ

囮

ドエ

カ ン タベ リ ー 大 学 教 授

SeniorLecturer,UniversityofCanterbury

国 際 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー 外 国 人 研 究 員

Visitj皿gResearchScholar,InternationalResearchCenterforJapaneseStudies

2006年10月10日(火)



発表者紹介

エ ドウ ィ ー ナ ・パ ー マ ー

EdwinaPALMER

国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン ター 外 国 人 研 究 員

VisitingResearchScholar,InternationalResearchCenterforJapaneseStudies

1977年10月

1978年5月

1980年10月

1983年12月

1984年2月

1992年2月

2004年2月

略 歴

ロン ドン大学東洋 アフリカ学学院(SOAS)助 手

神戸松蔭女子学院大学助手

ロン ドン大学SOAS助 手

Ph.D.(ロ ン ドン大学SOAS)

カ ンタベ リー大学講師

カンタベ リー大学助教授

カンタベ リー大学 教授

著 書 ・論 文 等

AsianFutures,AsianTraditions.Folkestone
,Kent:GlobalOrientalPublishers,

2005.
"Th
eInventionandRej皿ventionofTraditionj皿Japan."In:EdwinaPalmer(ed .),

AsianFutures,AsianTraditions,Folkestone,Kent:GlobalOrientalPublishers,

2005,3-22.

"I
nthePoowithJapaneseMythology:TheFani-WokaEntryinHarimaFudoki."

In:RoyStarrs(ed.)AsianNationalisminanAgeofGlobalization
,Richmond,

Surrey:JapanLibrary(CurzonPressLtd):2001,291-305,
"Th
eWom�麩oPoemofHarimaFudokiandResidualOralityinAncientJapan ,"

BulletinoftheSchoolofOrientalandAfricanStudies
,UniversityofLondon,

Vol.63,part1,2000:81-89.
"CalmingtheKilli

ngKami:TheSupernatural,NatureandCultureinFudoki,"

NichibunkenJapanReview,2001,13:3-31.

他 多 数



は
じ
め
に

現
在
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
高
校
生

の
間

で
人
気

の
あ

る
第

二
外
国
語
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
に
次

い

で
日
本
語
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
か

つ
て
英
国
を
中
心
と
し
た
貿
易
を
行

っ
て

い
た
。
し
か

し
英
国

の
E
U
加
盟
後
、
状
況
は
急
変

し
、
他

の
国
に
も
目
を
む
け
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た

ニ
ュ
ー
ジ

ー

ラ
ン
ド
は
、
日
本
と

の
貿
易
や
、
日
本
企
業

へ
の
就
職

の
機
会
を
増
や
し
た
。
こ
れ
を
背
景
に
、
高

校
で
は
日
本
語

の
授
業

の
人
気
が
高
ま

っ
た
。
今

で
は
日
本
語

の
授
業
を
は
じ
め
、
歴
史
、
地
理
、
社

会
科
等

の
科
目

に
も

日
本

に

つ
い
て
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
生
徒
達
は
、
具
体
的
に
日
本
に

つ
い

て
何
を
勉
強
し
て
い
る
の
だ

ろ
う

か
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、

い
く

つ
か

の
問
題
点
を
取
り
あ

げ
る
。
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日
本
文
化

へ
の
関
心

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と

い
う
国
は
南
太
平
洋
に
位
置
す

る
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら

い
の
大
き
さ

の

島
国

で
あ
る
。

一
九
世
紀
以
降
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
と
し
て
開
発
が
進
み
、
そ
の
た
め
国
語
は
原
住
民

の
ポ
リ
ネ

シ
ア
人

の
マ
オ
リ
語
と
英
語

の
ニ
カ
国
語
と
な

っ
て
い
る
。
教
育
制
度
も
イ
ギ
リ

ス
の
強

い



影
響
を
受
け
、

二
〇
世
紀

の
問
は
学
校

で
勉
強
す
る

「外
国
語
」

に
フ
ラ
ン
ス
語

の
選
択
が
主
張
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
英
国
が

一
九
七
〇
年
代

に
E
U
に
加
盟
す
る
と
、
急
速

に
英
国
連
邦

の
国
々
と

の

関
係
を
薄
め
る
よ
う

に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
他

の
国
に
も
目
を
む
け
ざ
る
を

え
な
く
な

っ
た
。
ち

ょ
う
ど
そ

の
時
期
に
、
同
じ
環
太
平
洋

の
国
日
本
は
経
済
大
国
と
成
り

つ
つ
あ
り
、

当
然

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本

に
興
味
を
示
し
始
め
た

の
で
あ
る
。

一
九
入
○
年
代

に
入
る
と
、
高

等
学
校

で
も
、
日
本
語
は
外
国
語
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
と
対
等

の
人
気
を
集

め
る
よ
う

に
な

っ
た
。
お

よ
そ

一
九
八
六
年

か
ら

の

一
時
は
、
「
日
本
語
ブ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど

で
あ

っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本

の
言
葉
を
勉
強
し
て
い
る
う
ち
に
、
学
生
は
あ
る
程
度

日
本
文
化
に

つ
い

て
も
色

々
と
習

っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
地
理
や
歴
史
や
経
済
な
ど
他

の
科
目
で
も
日
本

に
関
し
て

勉
強
す
る
機
会
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
生
徒
達
が
具
体
的
に
現
在

日
本
に

つ
い

て
何
を
勉
強
し

て
い
る

の
か
探

っ
て
み
た

い
と
思
う
。
先
ず
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
教
育
制
度

か
ら

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
教
育
制
度
の
概
要

日
本

の
教
育

制

度

は
、

六

・
三

・
三

・
四
年

制
と

よ

く
言

わ

れ

て

い
る
が

、

ニ

ュ
ー

ジ

ー

ラ
ン
ド

の



場
合
は
そ
う
簡
単

に
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
義
務
教
育
は
六
歳
か
ら

一
六
歳
ま
で
と
な

っ
て
い

る
が
、
ほ
と
ん
ど

の
子
供
が
五
歳

の
誕
生
日
か
ら
小
学
校
、

い
わ
ゆ
る
崗
雪

9
亳

ω
9
0
9
に
入
学
す
る
。

し
か
し
、
小
学
校
と

い

っ
て
も
、
三
種
類
あ

る
の
で
あ
る
。

一
つ
は
旨
宦
崗
雪
蝉
q
で
あ
り
、
そ
れ
は

一

年

生
よ
り

入
年
生
ま

で
、
と

い
う

形
を
と

っ
て

い
る
。
も
う

一
つ
は
、

一
年
生
よ
り
六
年
生
ま

で
の

8
5
鼠
げ
畧
5
。q
鷺
巨

9
煢
で
、

こ
の
タ
イ
プ

の
学
校
を
卒
業
し
た
ら
、
七
、
八
年
生
だ
け

の
中
学
校
、

い

わ
ゆ
る
5
8
円ヨ
①
9
讐
①
。。
9
0
0
一
へ
と
進
学
す
る
こ
と

に
な
る
。
地
理
的
条
件

に
も
よ
る
が
、
自
分

の
子

供
を
ど
こ

の
小
学
校

に
入
れ
る
か
は
あ
る
程
度
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
表

1
と
表

2
は
そ
の
実

態
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

続

い
て
、
九
年
生
以
上
は
高
等
学
校
、

い
わ
ゆ
る
巨
oα
ゴ
。。
魯
0
9
と
な

る
。
義
務
教
育
は

一
六
歳
ま

で

で
あ
る
か
ら
、

一
応

一
一
年
生
ま
で
と

い
う

こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
表

1
、
表

2
に
示
し

て
い
る

総
合
学
校
、

い
わ
ゆ
る
8
冨
b
o
珍
Φ
。。9
0
9
と

い
う

の
も
少
数
あ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
離
島
や
過
疎
地

域
に
限
ら
れ
た
学
校

の
こ
と

で
あ
る
。
そ
う

い
う
学
校
で
は
数
学
年

の
生
徒
を

一
つ
の
ク
ラ
ス
に
ま
と

め
て
教
え
る
こ
と
も
あ

る
。
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表1 学校の分類

学校の分類 内 容 学生全数の割合(%)

(2004)

小学校 FullPrimaryYrs1-8 22.4

〃 ContributingYrs1-6 26.6

〃 IntermediateYrs7-8 8.2

総合学校 CompositeYrs1-15 4.9

〃 RestrictedCompositeYrs7-10 0.3

〃 CorrespondenceSchool o.s

高等学校 SecondaryYrs7-15 6.5

〃 SecondaryYrs9-15 29.4

特別学校 SpecialEducationSchool 0.3

自宅教育認可 Homeschooling 0.8

Source:MinistryofEducation

表2学 校 の 種 類 と男 女 別 に よ る学 生 総 数

、

2005年7月1日 現在

学校種 学校数 男子学生(人) 女子学生(人) 学生総数(人)

FullPrimary 913 90.255
,

84.002
,

174.257
,

Contributing 748 109,220 102.311
,

211.531
,

Intermediate 121 30.506, 28.152, 58.658,

SecondaryYrs7-15 53 28.538
,

28.188
,

56.726
,

SecondaryYrs9-15 211 107.168
,

10.818
,

210.986
,

Composite 79 18.547
,

22.669
,

41.216
,

SpecialEducation 47 1.775
,

1.009
,

2.784
,

Correspondence 1 2.915
, 3.717, 6.632,

Total 2.173, 388.924, 373.866, 762.790
,
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二
〇
〇
五
年

の
時
点
で
は
高
校
は

二
六
四
校
あ
り
、
そ

の
学
生
総
数
は
二
六
七
、
七

一
二
人
と
な

っ

て
い
た
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
高
校
を
対
象

に
し
て
事
情
を
調
べ
た
研
究

で
あ
る
。

表

3
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
義
務
教
育
後

の
進
学
率
は
さ
ほ
ど
高
く
は
な

い
。
ど
の
科

目
も
受
講
生

数
が
減
る
傾
向
に
あ
る
。

表3義 務教育以後の進学率(%*)2005年 現 在

学年 男子 女子 計

16歳 12 77.1 83.9 80.5

17歳 13 56.6 64.5 60.0

18歳 13.4 13.6 13.5

*14歳 、11年 生 時 の 同 学 年 総 数 に 対 す る

Source:MinistryofEducation

日
本
と
関
連
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

以
上
で
見

て
き
た
よ
う
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
は

「高
校
」
と

い
え
ば

九
年
生
、
お
よ
そ

=
二
歳
以
上
の
学
生

に
当

て
は
ま
る
。
そ
れ
で
は
、
高
校

で

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
実
態
、
特

に
日
本
と
関
連
す
る
科
目
に

つ
い
て
で
き

る
だ
け
明
瞭

に
し
て
い
こ
う
。
そ
れ
ら
に
関
し
て
も

い
く

つ
か
の
問
題
点

が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
全
体

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
も
ち
ろ
ん
文
部
省

(髯
巨

のけ身

O
h

国
曾

。普

o
づ
)
に
よ

っ
て
定

め
ら

れ
て
お
り
、
各
科

目
の
内
容
も
大
ま
か
に

指
定
さ

れ
て

い
る
。
O
O
話

8
鼠
。
巳
=
ヨ
、

つ
ま
り

必
須
科

目
は

い
う
ま

で

も
な
く
数
学
、
英
語
、
自
然
科
学
、
体
育
な
ど
を
含
む
。
他

の
科
目
、
例
え

一
5

一



ば
日
本
語
、
音
楽
、
経
済
学

な
ど

は
唇
午
8
器

。。
q
9
①
9
と
呼

ば
れ
、
選
択
科
目
と
な
る
。
教
え
る
選

択
科
目
は
原
則
と
し
て
文
部
省

の
認
可
を
も
ら

っ
た
上
で
学
校
が
各
自
決
め
て
よ

い
。
し
か
し
学
校

の

様

々
な
事
情

に
よ
り
選
択
科
目

の
数
は
限
ら
れ
て
く
る
。
要
す

る
に
選
択
科
目
は
高
校
に
よ

っ
て
、
学

年

に
よ

っ
て
違

っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
そ

の
面

で
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド

の
教
育
制
度
は
全
く
統

一
さ

れ
て

い
な

い
と
こ
ろ
が
特
徴

で
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

日
本
関
係

の
内
容
項
目
は
選
択
科
目

の
中
に
含
ま

れ
る
。
な
か

で
も
つ
0
5
ゐ
自
①
。。=
9
①
9
で
あ
る
社

会
科
学

の
傘
下
で
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
り
、
社
会
科
学

の
分
野

で
、
地
理
、
歴
史
、
社
会
学
、

経
済
学
な
ど
様

々
な
科
目
と
な
ら
ん
で
、
日
本
語
も
含
ま
れ
る
。
表

4
は
日
本
関
係

の
主
な
選
択
科
目

を
学
年
別

に
示
し
た
も

の
で
あ

る

(比
較

の
た
め

一
一
年
生
ま

で
必
須
科
目

で
あ

る
数
学

の
数
値
も
載

せ
た
)
。
特

に
注
目
し

て
ほ
し

い
の
は
。。o
Ω
巴
。。ε
9
①
。。
と

い
う
科
目
で
、

こ
れ
は
地
理

・
歴
史

・
社
会

学

の

「
総
合
科
目
」
で
あ
る
。
表

4
で
こ
の
総
合
科
目
と
数
学

の
受
講
生
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
九

・

一
〇
年
生

の
場
合

は
。。0
9
巴

。。ε
9
Φ
。。
も
実
質
的
に
必
須
科
目
と

い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド

で
の
教
育
制
度
に
お

い
て
日
本
の
こ
と
を
勉
強
す
る
機
会
は
十
分
設
け
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ

う
。
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2005年7月1日 現在表4学 年別、科目別の日本関係の主な科目

科目 9年 生 10年 生 11年 生 12年 生 13年 生

経済学 4,484 7,825 8.816
,

6.192
,

3.076
,

地理学 276 973 12,508 7.527
,

6.779
,

歴史 816 1.896, 11,550 6.555
,

5.410
,

言語学 572 186 77 361 44

社会科学の
その他

1,904 1.212
,

1.188
,

2,687 1,385

Social

Studies

総 合 科 目

60.754
,

61.990
,

1.346
,

893 639

日本語 9.914
,

4.657
,

2,573 1.586
,

959

数学 62,432 60.966
,

58.972
,

39.992
,

2,777

Source:MinistryofEducation

表

4
か
ら
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド

の
高
校
に
お
け
る

次

の
よ
う
な
趨
勢

が
明
ら

か
に
な

る
。
先
ず
、
「
社
会

科
学
」
と

い
う
分
野

の
中

で
は
、
日
本
語
は
選
択
科

目

と
し
て
広
く
学
ば
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
学
年

が
上
が

る
に

つ
れ
て
、
受
講
生
数
は
か
な
り
減

っ
て
い
く
。
そ

し
て
、
九

・
一
〇
学
年

に
お

い
て
は
、
。。o
。
巨

。。ε
9
①
。。

と

い
う

一総
合
学
」
が
必
須
科
目
た
る
数
学
と
受
講
生

数
が
ほ
ぼ
同
じ

で
あ

る
。
し
か
し
、

一
一
学
年

以
後
は

。。o
Ω
巴

。。ε
臼
①
。。
と

い
う

よ
う
な
形

の
総
合
科

目
を
教
え

る
学
校
が
急
激
に
少
な
く
な
り
、
そ

の
代
わ
り
に
歴
史

や
地
理
や
経
済
学
と
し

て
、
別

々
に
教
え

る
こ
と
が
圧

倒
的
に
多
く
な
る
。

一
方
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
年

へ
の
進

学
率
も
減

っ
て
い
く
。
と
こ
ろ
で
、

一
二
年
生
以
降
は

数
学
な
ど
が
必
須
科
目

で
な
く
な
り
、
な
ん
と

一
三
年

生

の
時
点
で
は
、
社
会
科
学

の
諸
科
目

の
受
講
生
数

の

ほ
う

が
数
学
な
ど
よ
り
随
分
上
回
る
よ
う

に
な

っ
て
く

一
z
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る
。以
上
で
見

て
き
た
よ
う

に
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
社
会
科
学

の
傘

下
に
あ
る
科
目
の
カ
リ
キ

ュ

ラ
ム
の
中
に
日
本
関
係

の
内
容
を
導
入
す
る
可
能
性
が
な

い
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
実
態
は
ど
う

で

あ

ろ
う

か
。
教
師
が
実
際
に
ど
れ
だ
け
、
ど
う

い
う
形

で
、
そ
う

い
う
内
容
を
導
入
し
て

い
る

の
か
こ

く
ど

れ
か
ら
説
明
し
た

い
。
話
が
少
し
諄
く
な
る
が
、
先
ず
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

・
教
育
施
策

の
概
念
な
ど
か
ら

絞

っ
て
い
こ
う
と
思
う
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
構
成

一g一

文
部
省
は
全
体

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
科
目

の
内
容
を
指
導
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ

れ

を

8
巨
。
巳
o
ヨ

。。冨
8
ヨ
Φ
暑

と

し

て

書

面

で

き

ち

ん

と

著

わ

し

て

い

る

(慝

 巨
岑
Φ
曾

.
。
4
・コ
N
参

考

)
。

そ

こ

で
は
各

科

目

の
カ

リ

キ

ュ
ラ

ム

は
、

絡

み

合

っ
た

数

本

の
糸

が
綱

を

形

成

す

る

よ
う

に

例
え

て
描

か
れ

、

ひ
と

つ
ひ
と

つ
の
内

容

項

目
を

ω肓
聟

q

(撚

り
糸

)

と

よ

ぶ
。

つ

ま
り

、
各

科

目

は
お

よ
そ

五

つ
ぐ
ら

い
の

「
ス
ト

ラ

ン
ド
」

か
ら

成

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る

。

例
え

ば

、

日
本

語

な
ど

の
外

国
語

の
場
合

は

、

ス
ト

ラ
ン
ド

は
、
会

話

力

、
書

く
能

力

、
読

む
能

力

、
聴

解

力

の

4

つ
の

ス
ト

ラ

ン
ド

か
ら

な

る
と

指
定

さ

れ

て

い
る
。

総
合

学

(GQ
O
O
一曽
一
GQ
ゴ
⊆
α
一Φ
QQ
)

の
場

合

は
次

の
よ



う

な

ス

ト

ラ

ン

ド

が

指

定

さ

れ

て

い

る

。

O

GQ
o
o
巨

○
お

9
巨

。。
9
皀
o
コ

O

O
巳

ε

お

9
5
Ω
出
①
昌
け
品

①

○
勺
冨
O
Φ
9
　
α

国
⇒
<
冒
O
コ
ヨ

Φ
づ
計

○

目
旨

ρ

O
o
畧

5
巳

身

b

づ
O

O
ゴ
9
コ
oq
①

0

即
①
ω
O
=
同
O
Φ
q。
9
5
Ω

国
O
O
5
0
巨

O
>
O
菖
≦
試
Φ
Q。

し

か

し

、

漠

然

と

し

た

指

導

し

か

さ

れ

て

い

な

い

。

線

に

沿

っ

て

教

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

、

社
会
組
織

文
化
と
遺
産

地
域
と
環
境

時
間
、
連
続
性
と
変
動

資
源
と
経
済
活
動

ス
ト

ラ
ン
ド

の
実
際
の
内
容

に

つ
い
て
は
そ
れ
以
上
詳
細

に
書
か
れ

て
お
ら
ず
、
か
な
り

つ
ま
り
、
教
師
は
こ
れ
ら

の
ス
ト

ラ
ン
ド

の
概
念

の
大
体

の

詳
し

い
内
容
と
な
る
と
、
実
質
上
は
教
員
任
せ
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ

の
ス
ト
ラ
ン
ド

の
中

の
内
容
項
目

の

「
対
象
場
所
」
を
、
教
員
は
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
「
社
会
組
織
」
と

い
う

ス
ト

ラ
ン
ド
で
の
対
象
と
な
る
場
所
は

ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド

で
も
、
ド
イ

ッ
で
も
、
ど
こ
で
も
良

い
。
教
師
が
特

に
日
本

に
興
味
や
知
識
が
あ
れ
ば
、
対
象
場
所
と

し
て
日
本
を
選

ん
で
も
差

し
支
え
な

い
。
「
対
象
場
所
」
と

い
う

の
は
、
国
で
な
く

て
も
、
も

っ
と
狭

い
意
味

の

「
と
こ
ろ
」

で
も
良

い
。
ス
ト

ラ
ン
ド

の
勉
強
の
中
で
パ
リ
盆
地

で
も
北
九
州

で
も
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
平
野
で
も
ど
こ
で
も
対
象
場
所

の
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

教
師
が
か
な
り
自
由
に
選

べ
る
の
で
あ

る
。
そ
う

い

っ
た
詳
し

い
内
容
と
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
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の
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
教
員
次
第
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
学
校
に
よ

っ
て
皆
違
う
。

で
は
、
こ
れ
ほ
ど
統

一
さ
れ
て

い
な

い
教
育
態
勢
な
ら
ば
、
文
部
省
が
学
校
や
教
員
に
少
な
く
と
も

ど
う

い
う

こ
と
を
教
え

た
か

の
報
告
な
ど
義
務
付
け
て
い
る

の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際

は
そ
う
で
も
な

い
。
か
え

っ
て
、
文
部
省

で
す
ら
ど
こ
の
学
校

の
ど

の
科

目
で
は
、
日
本

に

つ
い
て
、

ど
う

い
う

ふ
う

に
、
何
を
教
え

て
い
る
の
か
、
何
も
記
録
を
残
し
て

い
な

い
そ
う

で
あ
る
。
そ
こ
ま
で

の
詳
し

い
情
報
を
取
得
し
た

い
場
合

は
、
個
人
個
人

の
先
生

に
尋
ね
る
し
か
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本

の
場
合
は
文
部
科
学
省
が
学
習
指
導
要
領

に
あ
わ
せ
た
、
教
材

・
教
科
書

の
検
定
を
行

う
が
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
部
省
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
行

っ
て
い
な

い
。
文
部
省
は
専
用

の
ウ

エ
ブ
サ
イ

ト
ー
弓
①
囚
①
8

H髱

鐔
づ
oq
一
日
げ
Φ
○
邑

⇒
①
ピ
Φ
鐔
三
⇒
αq
O
①
⇒
肓
Φ

1
を
通
し

て
様

々
な
教
材

・
役
に
立
ち
そ
う
な
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト

・
資
料
な
ど
を
推
薦

は
し

て
い
る
け
れ

ど
も
、
教
師
に
は
そ
れ
を
使
う
よ
う
義
務
付
け
て

い
な

い
。
結
局
、
担
当
教
員
は
題
目
を
選
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
教
材
も
か
な
り
自
由
に
選
ん
だ
り
使

っ
た
り
し

て
良

い
の
で
あ
る
。
日
本
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な

い
ほ
ど
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド

の
教
育
制
度
は
徹
底
し
た

「教
員
任

せ
」
制
度
と
言
わ
ざ

る
を

得
な

い
だ
ろ
う
。
そ

の
背
景

に
あ
る
の
は
個
性
を
何
よ
り
重
ん
じ
る
民
主
主
義

の
自
由
思
想
な

の
で
は

な

い
だ
ろ
う
か
。

結
局
、
高
等
学
校

の
教
師
が

「
総
合
学
」
に
し
ろ
、
地
理
学

に
し
ろ
、
歴
史
に
し

ろ
、
ど

の
科
目

で

一10一



も
内
容
も
教
材
も
自
由
に
決
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
事
情
で
あ
る
か
ら
、
日
本
関
係

の

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
内
容
も
学
校
に
よ

っ
て
、
ま
た
教
師

に
よ

っ
て
、
全
く

ユ
ニ
ー
ク
な
形
を
と
る
。
文

部
省

さ
え
そ
う

い
う
記
録
を
残
し
て
い
な

い
の
で
、
詳
し

い
実
態
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
思
う

の
で
あ

れ
ば
、
教
師

一
人

一
人
に
尋
ね
る
方
法
し
か
残
さ
れ
て

い
な

い
。

ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
実
施

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
高
等
学
校
の
各
科
目
内

の
日
本
関
係

の
内
容
を
も
う
少
し
明
ら
か
に
す
る
手

が
か
り
と
し

て
、
筆
者

は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
た
。
調
査
票

は
、
二
〇
〇
五
年
八
月
中
に
、
文
部

省

の
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
に
載

っ
て
い
る
高
等
学
校

二
三
五
校

(全
高
校
数

の
九
五

.
八
%
)

に
メ
ー
ル
に

添
付
し

て
送

っ
鵡
。

で
き

る
だ
け
大
勢

の
先
生

に
回
答
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
方
法

で
送
り
、
三
五
校

(調
査
対
象
高
校

の

一
四

・
九
%
)
か
ら
回
答
を
得
た
。
そ

の
う
ち

の
五
校
か
ら
は
、
「
日
本
関
係

の
内

容
を
全
く
教
え

て
は

い
な

い
」
や
、
「
申
し
訳
な

い
が
、
原
則
と
し
て
そ
う

い
う
調
査

に
は
回
答
し
な

い
こ
と

に
し
て

い
る
」
な
ど
、
有
益
な
資
料
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
確
か
に
、
日
本
関
係

の
内
容
を

一

切
教
え
な

い
学
校
か
ら
返
事
を
期
待

で
き
る
は
ず
も
な

い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、

こ
の
回
答
率

で

は
日
本
関
係

の
内
容
を
教
え

て
い
る
学
校

の
全
校

の
回
答
と
ほ
ど
遠

い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
も
と
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よ
り
、
高
校

の
先
生
た
ち
は
多
忙
な
毎

日
を
送

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
調
査

の
目
的
を
特
に
理
解

し
て

い
な

い
限
り
、
回
答
す
る
暇
を

つ
く

っ
て
く
れ
る
こ
と
は
な

い
だ

ろ
う
。
結
局
三
〇
校
、
教
師
三

二
人
よ
り
日
本
関
係

の
授
業
に

つ
い
て
の
資
料
を
も
ら
う
こ
と
に
な

っ
た
。
回
答
率
が
低

い
と

い
う

こ

と
は
、
何
と
言

っ
て
も
学
校
で
経
済
大
国
日
本
に

つ
い
て
の
こ
と
を
少
し
で
も
習

っ
て
い
る
若

い
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
が
割
合
少
数

で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
暗

に
示
唆
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

回
答
者

の
三
二
人

の
う
ち
、
日
本
関
係

の
内
容
は
次

の
よ
う
な
科
目
で
取
り
上
げ
て

い
る
こ
と
が
分

か

っ
た
。
日
本
語

の
み

一
三
人

"
日
本
語
プ

ラ
ス
総
合
学

一
人

"
歴
史

の
み
七
人

"
社
会
科
学

の
み
二

人

"
総
合
学

の
み
二
人

"
歴
史

・
総
合
学

一
人

"
地
理

・
総
合
学

一
人

"
地
理

・
観
光
学

・
総
合
学

一

人

"
地
理

.
歴
史

.
総
合
学

・
英
語
/
国
語

一
人

"
無
回
答

一
人
。
要
す
る
に
、
教
師

=
二
名
が
日
本

語
を
担
当
し

て
い
る

一
方
、
残
り

の

一
六
名

は
社
会
科
学

の
あ
る
科
目

の
中

で
何
ら
か

の
形

で
日
本
関

係

の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
た
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
両
方
も
教
え

て
い
た

の
は

一
人
で
あ

っ
た
。

調
査

の
質
問
の

一
つ
で
は
日
本
関
連

の
内
容
を
教
え

て
い
る
担
当
教
師

に
、
学
年

別
の
科
目
別

の
受

講
生
数
を
訊
ね
た
。
そ
の
結
果
を
表

5
に
示
し
た
。
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表5日 本関係の科 目を教える学校数と受講生数(学 年別、科 目別)

学年 日本語 総 合 学

(Social

Studies)

地理 歴史 日本と関係ある
内容の科目
(計)

9年 生

(校数)

12

(無回答:1)

9

(無回答:4)

NA NA 21

9年 生

(人数)

746+ 1.402+, NA NA 2.148
,

10年 生

(校数)

11

(無回答:2)

6

(無回答:1)

NA NA 17

10年 生

(人数)

203+ 915+ NA NA 1.118+
,

11年 生

(校数)

11

(無回答:2)

1

(無回 答)

3 5

(無回答:1)

20

11年 生

(人数)

132+ 無回答 70 229+ 431+

12年 生

(校数)

9

(無回答:2)

0 1 2

(無回答:1)

12

12年 生

(人数)

g7+ 0 42 6 135+

13年 生

(校数)

8

(無回答:3)

0 0 0 8

13年 生

(人数)

45+ 0 a 0 45+

計(人数) 1.213+, 2.317+, 112 235+ 3.877,

注:回 答者が人数 を示 さなかった回答 もい くつかあった。その場合 には、「無 回答」 とし

た。 さらに、合計数 の数値 よ り実際 数は多 くなるはずなので、 「+」 印 も加 えた。つ

まり、実数 は表に表 われる学生数 よ りある程度上 回る。
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表

5
に
よ
る
と
、
対
象
学
生
数

の
計
三
、
八
七
七
人

+
の
う
ち
、

一
、
二

一
三
人

+

(ゴ
ニ

・三
%
)

が
日
本
語
を
受
講
し

て
い
た
。
そ
し

て
、
学
年
が
上
が
る
に
し
た
が

っ
て
、
受
講
生
数
が
減

っ
て

い
く

こ
と
に
も
注
目
さ
れ
た

い
。
そ
れ
は
表

4
に
示
し
た
全

(人数)

1500

■ 日本語

國総合科 目

□歴史

1000

500

ロ地理学

0
13(学 年)121110

 

9

図1学 年別、日本関係の内容のある科目の受講数(人 数)

国

の
趨
勢
を
反
映
し
た
事
情
な
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

社
会
科
学

の
場
合
は
、
九
年
生

・
一
〇
年
生
が
皆
例
外

な
く
総
合
学
、
い
わ
ゆ
る
ω
o
Ω
巴
ω
ε
a
①
。。
の
形
で
教
わ

っ
て
お
り
、
こ
れ
も
全
国

の
動
向
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い

る
。

一
一
年
生

・
一
二
年
生
も
、
少
数
な
が
ら
、
や
は

り
歴
史

・
地
理
な
ど
、
別

々
の
社
会
科
学
系

の
科
目

の

中

で
日
本
に

つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
よ
う
な

の
だ
が
、

=
二
年
生
は
調
査

の
回
答

の
結
果
に
よ
る
と

一
人
も
お

ら
ず
、
こ
れ
は
驚
き

の
発
見

で
も
あ

っ
た

(図

1
参
照
)
。

つ
ま
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
回
答
は
全
国

の
趨
勢
と

似
た
よ
う
な
動
き
を
示
し

て
お
り
、
サ

ン
プ

ル
と
し

て

あ
る
程
度
妥
当
な
も

の
で
あ
る
と
見
な
せ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
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教
え
ら
れ
て
い
る
日
本
関
係
の
内
容
項
目

(
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
回
答

に
よ
る
)

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
回
答
者
に
日
本
と
関
係
す
る
内
容

に
つ
い
て
ど
う

い
う

こ
と
を
教
え

て
い

る
の
か
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
か

つ
具
体
的
に
説
明
し
て
も
ら

っ
た
。
も
ち

ろ
ん

い
う
ま
で
も
な
く
、

日
本
語

の
科
目

の
場
合
は
単
位

の
内
容
が
全
部

日
本
と
関
わ

っ
て
い
る
。
そ
れ
も

「
日
本
語

の
言
葉
」

ば
か
り

で
な
く
、
あ

る
程
度
日
本
文
化
に

つ
い
て
も
勉
強
す
る
。
し
か
し
、
社
会
科
学

の
場
合
は
事
情

ま
と

が
多
様

で
あ
り
、
そ
う
簡
単

に
は
語
り
得
な

い
。
あ
え

て

一
言

に
纏

め
る
な
ら
ば
、
日
本
関
係

の
項
目

が
単
位
全
体

(例
え
ば

「
ス
ト

ラ
ン
ド
」

の
全
体
)
を
成
す
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
む
し
ろ
該
当
単
位

の

ご
く

一
部
し
か
構
成
し

て
い
な

い
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
か

っ
た
。
そ

の
面

で
、
日
本
語
科
目
と
社
会

科
学

の
諸
科
目

の
中

に
お
け

る
日
本
関
係

の
内
容
項
目
は
、
量
的
に
も
非
常

に
対
照
的
で
あ

る
か
ら
、

分
析

は
別

々
に
し
た
方
が
良
か
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
項
目
を
学
年
別
に
分
析
し
て
い
く
と
、
次

の

よ
う
な
結
果
が
出
て
く
る

(複
数

回
答
も
可
。
以
下
、
括
弧
内
は
回
答
数
)
。

先
ず
、
九
年
生
を
取
り
上
げ
よ
う
。
日
本
語

の
科
目
で

「
日
本
文
化
」
に
関
す
る
ト
ピ

ッ
ク
は
折
り

紙

(四
)
、
ひ
な
祭
り

・
子
供
の
日
な
ど

の
年
中
行
事

(三
)
、
日
本

の
地
理

(二
)
、
食
生
活

(
二
)
、

学
校

(
二
)
、
原
爆

(二
)
、
住
宅

(
一
)
、
相
撲
や
茶
道

の
よ
う
な
伝
統
活
動

(
一
)
。
社
会
科
学

の
場

合
は
、
九
年
生
が
原
爆

(五
)
、
地
域
と
環
境

(二
)
、
折
り
紙

(
一
)
、
文
化
と
遺
産

(
一
)
、
人
口
移
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動

(
一
)
、
食
生
活

(
一
)
と

い
う
結
果
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
項
目

は
多
種
多
様

で
は
あ
る
が
、

日
本
語
と
社
会
科
学

の
数
値
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
九
年
生

(
一
三
歳
)

で

一
番
多
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
話
題
は
原
爆
と
折
り
紙
の
二
つ
で
あ
る
と

い
う

こ
と
が
分
か

っ
て
く

る
。

一
〇
年
生

の
日
本
語

の
授
業

で
は
日
本

の
家
族

の
実
態

(四
)
、
趣
味

(
三
)
、
学
校

(
三
)
、
交
通

事
情

(
一
)
、
ス
ポ
ー

ツ

(
一
)
、
気
候

(
一
)
、
住
宅

(
一
)
、
七
五
三

(
一
)

に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い

る
。
社
会
科
学
で
は
東

ア
ジ

ア
に
お
け
る
日
本

の
位
置
、
環
太
平
洋

に
あ
る
日
本

の
位
置
、
日
本

の
地

理
、
環
境
と
資
源
、
侍
、
原
爆
、
人
口
移
動

(
一
答
ず

つ
)
等
と

い
う
よ
う
な
題
目
を
勉
強
し
て
い
た
。

一
一
年
生

の
日
本
語

の
受
講
生
は
日
本
国
内

の
旅
行
、
都
市
、
レ
ジ

ャ
ー
、
住
宅
、

ス
ポ
ー
ツ
、
気

候
、
食
生
活
な
ど

に
関
し
て
教
え
ら
れ
て
い
た
。
社
会
科
学

に
お

い
て
は
ど

の
答
え
も
日
本
関
係

の
内

容
は
単
位

の
ご
く

一
部
だ
け

で
あ

る
と
示
さ
れ
て
い
た
。
歴
史

の
中

で
は
第

二
次
世
界
大
戦

(主

に
原

爆

の
こ
と
)

(
四
)
、
あ
る

い
は
安
全
保
障

の
追
求

(
一
)
な
ど
題
目
の

一
部
と
し
て
日
本

の
こ
と
が
含

ま
れ
、
地
理
学

の
中

で
は
人
口
学

の
二
部
と
し
て
日
本
も
勉
強

の
対
象
国
と
な

っ
て

い
た

(三
)
。

表

5
や
図

1
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、

一
二
年
生

の
場
合
は
日
本

の
こ
と
を
教
え
て

い
る
学
校
数
、
受

講
生
数
が
非
常
に
少
な
く
な

っ
て
お
り
、
日
本
語

の
授
業
で
は
学
校

(四
)
、
食
生
活

(四
)
、
レ
ジ

ャ

ー

(三
)
、
宗
教

(
一
)
と

い
っ
た
答
え
で
あ

っ
た
。
歴
史

で
は
原
爆

(
一
)
と
明
治
維
新

(
一
)
が

取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
後
者
は
単
位

の
全
体
を
形
成
し
て

い
た
。
地
理
で
は

[世
界

の
観
光
地
」

の
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一
つ
と
し
て
日
本
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た

(
一
)
。

最
後

に
、

=
二
年
生
に

つ
い
て
の
答
え

で
あ
る
。
日
本
語

の
授
業
に
お

い
て
は
仕
事

(
二
)
、
通
信

や
メ
デ
ィ
ア

(
一
)
、
日
本

の
経
済

(
一
)
、
地
理

(
一
)
、
観
光

(
一
)
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
が
、

社
会
科
学

の
中
で
は
日
本

に

つ
い
て
は
何
も
教
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
ま
さ
に
驚
く
べ
き
状
態

で
は

な

い
だ
ろ
う
か
。

以
上

の
調
査

の
結
果
を
ま
と
め
て
考
え

て
み
る
と
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
高
校
生
が
日
本
に

つ
い

て
勉
強
し
て

い
る
場
合
、
そ

の
内
容
項
目
は
気
候
、
地
理
、
衣
食
住
、
交
通
、
年
中
行
事
な
ど
ま
さ
に

日
常
生
活

の
多
種
多
様
な
こ
と

で
あ
る
と
言
え

る
。
ま
た
九
年
生

の
若

い
生
徒
に
は

「折
り
紙
」
と

い

う
、
楽
し
く
体
験
で
き
る
よ
う
な
、
日
本
独
特
な
題
目
が
適
当

で
あ

る
と
思
わ
れ
て

い
る
こ
と
も
分
か

る
。
し
か
し
、
全
体
を
な
が
め
る
と
、
日
本
関
係

の
内
容
項
目
の
う
ち

に
、
学
年
を
問
わ
ず
圧
倒
的
に

頻
繁
に
出
る
項
目
は
何
と

い

っ
て
も
第
二
次
世
界
大
戦
の
時

の
原
爆
投
下

の
こ
と
で
あ
る
。
何
故
そ
う

い
う

パ
タ
ー

ン
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
質
問
は
今
回

の
調
査

の
対
象
か
ら
は
外
れ
る
た
め
、
正
確
に
答
え
ら
れ
な

い
け
れ
ど
も
、
理
由

を

い
く

つ
か
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。
ま
ず

一
つ
に
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
は
反
核
運
動
・

平
和
運
動
が
非
常
に
根
強

い
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
国
の
行
政

の
レ
ベ
ル
で
も
、

一
般
国
民
の
問
で
も

反
核
運
動

の
支
持
が
高

い
。
調
査

の
該
当
年
二
〇
〇
五
年
は
終
戦

の
六
〇
周
年
記
念
年
で
も
あ

っ
た
が
、
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
高
校

の
講
師
は
お
そ
ら
く
例
年
原
爆

に

つ
い
て
深

い
興
味
を
示
し
、
授
業

の
話

題
に
し
て

い
る
と
憶
測
で
き
る
。

も
う

一
つ
考
え
ら
れ
る
理
由
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
筆
者
が
先
程
述
べ
た
文
部
省

の
T
K
ー
ウ

エ
ブ

サ
イ
ト
を
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
今
回
の
調
査

に
頻
繁

に
で
た
も

の
以
外

の
項
目
に

つ
い
て
の
資

料
が
あ
ま
り
載

っ
て
い
な
か

っ
た
。
掲
載
さ
れ

て
い
る
資
料
は
、
や
は
り
原
爆
、
折
り
紙
、
年
中
行
事

な
ど
に

つ
い
て
の
も
の
が
殆
ど

で
あ
る
。
高
等
学
校

の
教
師
は
目
が
ま
わ

る
ほ
ど
忙
し

い
。
文
部
省

の

ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
に
載

っ
て
い
る
資
料
だ
け
で
済
ま
す

こ
と
が

で
き
れ
ば
助
か
る
。
そ
れ
以
外

の
教
材
を

自
分
で
調

べ
た
り
作

っ
た
り
す
る

の
は
大
変
な
作
業

で
、
毎
日
の
仕
事

に
追
わ
れ

て
そ
こ
ま
で
す
る
余

裕
が
な

い
。
た
と
え
ば
、
調
査

の
回
答
者

の
歴
史

の
教
師
は
、

一
二
年
生

に
明
治
維
新

の
こ
と
を
教
え

て
き
た
そ
う
な

の
だ
が
、
「
そ

の
項
目
に
使
え
そ
う
な
適
切
な
教
材
が
不
足

・
不
十
分

で
あ

る
か
ら
、

も
う

二
度
と
そ
の
項
目
を
教
え
な

い
こ
と
に
し
て
い
る
」
と
事
情
を
伝
え

て
く
れ
た
。
ま
さ
に
ご
苦
労

な
こ
と

で
あ

っ
た
ろ
う
。
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最
後
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
す
で
に
二
〇
年

ほ
ど
日
本
語
を
始
め
と
し

て
日
本
と
関
係
す
る
教
育
内
容



が
高
等
学
校

で
注
目
を
集

め
て
き
て

い
る
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、
地
理
条
件

や
国
民

の
日
常
生
活
と
関

連
す
る
話
題
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
う

い
い
な
が
ら
も
、
統

一
さ
れ
て
い
な

い
ニ

ユ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド

の
教
育
制
度
に
お
い
て
は
子
供
が
日
本

に
つ
い
て
勉
強
す

る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か

は
学
校

に
よ
る
。
そ
の
上
、
日
本
に

つ
い
て
何
を
ど
れ
だ
け
勉
強
す
る
か
は
、
学
校

に
よ

っ
て
も
、
教

師
に
よ

っ
て
も
、
ま
た
学
年

に
よ

っ
て
も
か
な
り
差
が
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
高
校
生
が
日
本

に

つ
い
て
何

ら
か

の
勉
強
を
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
お
そ

ら
く
社
会
科
学

の
分
野

の
中

の
授
業

で
教
え
ら
れ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
九

・
一
〇
年
生

が
学
ぶ
社
会

科
学

に
お

い
て
は
ω
o
Ω
巴
ω
冒
9
Φ
。。
、
い
わ
ゆ
る

「
総
合
学
」
と

い
う

の
が
必
須
科

目
と

い

っ
て
も
お
か

し
く
な

い
く
ら

い

一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
の
総
合
学

の
授
業

の
時
に
、
折
り
紙
や
原
爆
と

い
う
話
題
が

実
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

=

年
生
以
降
に
学
ぶ
日
本
と
関
係
す

る
内
容
項
目
に
お

い
て
は
日
常
生
活
と
関
連

し
た
題
目
も
多

い
が
、
加
え

て
原
爆
事
件

が
注
目
さ
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
人

の
間

で
は
反
核
運
動

の
意
識
が
強

い
こ
と
も
寄
与
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
全
体
的
に

見
て
、
教
師
は
自
由
に
話
題

・
教
材
を
選

ん
で
よ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
教
師
が
選
ん
で

い
る

話
題
は
、
文
部
省

の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
載

っ
て
い
る
少
数

の
話
題
と
お
お
よ
そ

一
致
し

て
い
る
。
そ
れ

は
教
師

の
、
そ

の
文
部
省

の
わ
ず
か
な
指
導

へ
の
依
存
度
が
か
な
り
高

い
、
と

い
う

こ
と
を
示
し
て
い

る

の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
自
由

に
話
題

や
教
材
な
ど
を
選
ん
だ
り
作

っ
た
り
し
て
も
良

い
の
で
は
あ
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る
が
、
実
際
は
そ
ん
な
暇
が
な

い
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
の
高
等
学
校

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中

の
日
本
関
係

の
内
容
項
目
に
絞

っ
て
考
え

て
み
た
。

こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、
今

回
は
説
明
不
足

の
ま
ま
終

わ
ら
せ

て
も
ら
う
。
ま
た
こ
れ
ま

で
述
べ
た
事
情
は
な
に
も
日
本
関
係

の
内
容
項
目
に
限

っ
て
い
る
わ

け
で
は
な

い
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
全
体
を
通
じ
て
言
え

る
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
今

後

は
教
育
制
度
そ
の
も

の
の
長
所

・
弱
点
を
再
考
す
る
の
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

注
ω

調
査
用
紙
は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
教
育
大
学
の
語
学

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
点
検
を
受
け
、
そ

の
助
言
に

よ
り
修

正
を
施

し
た
。
そ

の
上

で
、

調
査
内

容
を

カ

ン
タ
ベ

リ
ー
大
学

の
倫
理
委

員
会

(自
目
5
穹

肆
冨
8

0
0
ヨ
巨
菖
Φ
Φ)
に
提
出
し
、
そ
の
実
行
を
承
認
さ
れ
た
。
少
数
の
電
子
メ
ー
ル
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
や
不
認

可
先
か
ら
の
メ
ー
ル
受
付
拒
否
等
の
理
由
で

「配
信
不
可
能
」
と
し
て
戻

っ
て
き
た
が
、
大
多
数
の
学
校
は
調
査
用

紙
を
受
け
取

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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発表を終えて

どこの国で も、人が学校で覚える他国に対す るイメージというのは

一生根強い印象を残す もの と思われる
。それ故に、その科 目の内容 ・

適切な教材 などを真剣 に考えなければならぬことはい うまで もないだ

ろう。

この発表を始める前 に、会場の皆様にご協力いただ き、「ニュージ

ーランドの子供達に、 日本について何 を学んでもらいたいと思います

か?特 に大切 だと思われる事柄を簡単にご記入下 さい。」 とい う質問

に答 えてもらった。そ して66人 の方か ら心のこもった回答 を頂いた。

この質問の目的は、ニュージーラン ドで教 えられている 日本に関連す

る事項が、日本人がそれに期待することとどう違 うかを調べる点にあ

った。双方の思惑が どれだけ合致しているか、あるいはズレているか

が分かれば、将来の両国における相互理解への手がか りになるのでは

ないかだろうか。この結果はニュー ジーラン ドの教育関係者に報告 し

たいと思っている。

コメンテーターの千田稔先生、司会の渡辺雅子先生、喜多川千寿様

をはじめ研究協力課の皆様、海外研究交流室の井口かを り先生、たい

へ んお世話 にな りました。今 回のフォーラムに参加 して下 さった方 々

にも改めて心よりお礼 を申 し上げたい。

E命 、觚L∫
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日文研 フォーラム開催一覧

屆 年 月 日 発 表 者.テ ー マ 丶

KIMUchang

金 禹昌(高 麗大学校文科大学教授 ・日文研客員教授)
リヴ ィア ・ モ 不

LiviaMONNET

(モントリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)
カ ー ル ・ モ ス ク

9.11.11 CarlMOSK(ヴ ィク トリア大学教授 ・日文研客員教授)
Ol (1997)

ヤ ン ・ シ コ ラ

JanSYKORA(カ レル大学助教授 ・日文研客員助教授)
Kinya15URUTA

鶴田 欣也

(ブリティッシュコロンビア大学教授 ・日文研客員教授)

パ ネル デ ィス カッシ ョン

「日本および 日本人一外か らのまなざし」

ジ ョ ナ ・サ ル ズ

02
9.12.9 JonahSALZ(龍 谷大学助教授)

「猿から尼 まで一狂言役者の修業」

10.1.13 響G黼
103
(1998) (仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員教授)

「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験」

⑭
10.2.10

GAOyalCJ驪 寞(山 東 大学教授 ・日文研客 員教 授)

「中世禅林の異端者一一休宗純 とその文学」

シュテファン・カ イ ザ ー

105
10.3.3 StefanKAISER(筑 波 大学教授)

「和魂漢才、和魂洋才一語彙 ・表記に見る日本文化の特性」

ス ミ エA.ジ ョ ー ンズ

10.4.7 SumieA.JONES
106 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)

「幽霊 と妖1蚤の江戸文学」

リヴィア・ モ ネ

10.5ユ9
LiviaMONNET

107 (モン トリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)

「映画と文学の間に一金井美恵子の小説における映画的身体」

Hiroshi嬲

迎
10.6.9 島崎 博(レ スブリッジ大学教授 ・日文研客員教授)

「化粧の文化地理」 ノ



r
O9
10.7.14

(1998)

盈・・覊(バ ッサー大学助教授.眩 研来訪礪 員)丶

「なぜ荘子の胡蝶は俳諧の世界に飛ぶのか
一 詩 的イメー ジ として の典 故一 」

ブ ル ー ノ ・ リ ー ネ ル

10.9.8
BrunoRHYNER(チ ュ ー リッヒ大学 講師 ・ユ ング派精神 分析

110 家 ・日文研客員助教授)

「日本の教育がかかえる問題点」

ア ハ マ ド ・ム ハ マ ド ・ フ ァ ト ヒ ・モ ス タ フ ァ

11
10.10.6

AhmedM.F.MOSTAFA

(カ イ ロ大学 講師 ・日文研 客 員助 教授)

「『愛玩』一安岡章太郎の 『戦後』のは じまり」

ア リ ソ ン ・ ト キ タ

12
10.11.10

AlisonMcQUEEN-TOKITA

(モナ シュ大学助教授 ・日文研客員助教授)

「『道行 き』 と日本文化一芸能を中心 に」

グ レ ン ・ フ ソ ク

10.12.8
GlennHOOK

113 (シェフィール ド大学教授 ・東京大学客員教授)

「地域主義の台頭 と東アジアにおける日本の役割」

DUQin

杜 勤

⑭
11.1.12

(1999)
(華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院

第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)

「『中』の シンボ リズ ムにつ いて一 宇宙 論か らの アプローチ」

シ ー プ ・ ス ミ ス

11.2.9
SheilaSMITH

115 (ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教授)

「日本の民主主義一沖縄からの挑戦」

エ ドウ ィンA.ク ラ ン ス ト ン

16
11.3.16

EdwinA.CRANSTON

(ハ ー バー ド大学教 授 ・日文研 客員教授)

「うたの色々:翻 訳は詩歌の詩化または死化?」

ウ ィ リア ムJ.タ イ ラ ー

11
11.4.13

WilliamJ.TYLER

(オ ハ イオ州立大 学助教授 ・日文研客 員助教授)

「石川淳著 『黄金傳説』その他の翻訳について」

迎
11.5.11

KIMJiKyun

金 知見(韓 国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)

「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」 ノ



r

119
11.6.8

(1999)

畆i畜軸 繃6丶
(モンテネグロ共和 国政府民営化推進部外資担当課長 ・

日文研客員助教授)

「言葉いろいろ一 日本の言葉に反映 された文化の特徴」

20
11.7.13

馬E三環 ・睾掌 韆

(米国 ・ケ ドレン精神衛生センター箱庭療法 トレーニングコン

サルタン ト・日文研客員助教授)

「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力と社会の中の暴力」

21
11.9.7

SONGMin

宋 敏(韓 国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)

「明治初期における朝鮮修信使の 日本見聞」

z2
11.10.12

ジ ャ ンーノ エ ル ・A.ロ ベ ー ル

Jean-No�A.ROBERT

(フ ラ ンス ・パ リ国立高 等研 究 院教授 ・日文研 客員教授)

「二十一一世紀 の漢文一 死 語の将来一」

23
11.llユ6

ヴラデ ィス ラブ ・ニ カ ノ ロ ヴ ィ ッ チ ・ゴ レ グ リ ャ ー ド

VladislavNikanorovichGOREGLIAD

(ロ シ ア科学 ア カデ ミー東洋学研究所 サ ンク トペテ ルブ ルク

支 部極東部長 ・日文研客 員教授)

「鎖 国時代 の ロシアにおけ る 日本水 夫た ち」

⑭
11.12.14

X.JieYANG

楊 暁捷(カ ルガリー大学準教授 ・日文研客員助教授)

「鬼のいる光景一絵巻 『長谷雄草紙』を読む一」

⑮
12.1.11

(2000)

エ ミ リ ア ・ ガ デ レ ワ

EmiliaGADELEVA(日 文研中核的研究機関研究員)

「年末 ・年始の聖なる夜
一西欧と日本の年末 ・年始の行事の比較的研究」

26
12.2.8

LEEEungSoo

李 応寿(世 宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)

「東アジア獅子舞の系譜一五色獅子 を中心に一」

127
12.3.14

ア ン ナ ・マ リ ア ・ ト レ ー ン ハ ル ト

AnnaMariaTHRﾄNHARDT

(デュ ッセル ドルフ大学教授 ・日文研客員教授)

「皇室と日本赤十字社の始まり」

2s

殴

12.4.11

ペ ッ カ ・ コ ル ホ ネ ン

PekkaKORHONEN

(ユワスクラ大学教授 ・日文研客員助教授)

「アジアの西の境」 ノ



儡 12.5.9
(2000)

KIM・難 ・
(国立全献 学校副搬 旧 文研客員助鞭)丶

「五 ・七 ・五 、 日本 と韓 国」

ケ ネ スL.リ チ ャ ー ド

KennethL.RICHARD

30
12.6.13 (県立長崎シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

「出島一長崎一 日本一世界 憧憬の旅

サダキチ ・ハル トマ ン(1867-1944)と 倉場富三郎(1871-1945)」

リ ュ ド ミ ラ ・ホ ロ ド ヴ ィ ッ チ

12.7.11
LyudmilaHOLODOVICH

131 (ソフィア大学助教授 ・日文研客員助教授)

「お盆 と正教の五旬祭一比較的なアプローチー」

マ ー ク ・ メ リ

0
12.9.12 MarkMELI(日 文研外来研究員)

「『物のあはれ』 とは何 なのか」

リ チ ャ ー ド・ル ビ ン ジ ャ ー

12.10.10
RichardRUBINGER

133 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)

「読み書きできなかったのは誰か一明治の日本」

⑭
12.11.14

SHIN髏

(東国大学校 日本学研究所研究員・日文研客員教授)

「日本 語の 『カゲ(光 ・蔭)』 外一 日本文化 のルー ツを探 る一 」

CAIDunda

12.12.12 蔡 敦達
135 (同済大学 日本学研究所助教授 ・日文研客員助教授)

「中国文人が観た明治 日本一旅行記を読む一」

バ ル ト・ガ ー ン ズ

36
13.2.6

(2001)

BartGAENS(日 文研中核的研究機i関研究員)

「長者の山一近世的経営の日欧比較一」

ポ ー ル ・S.グ ロ ー ナ ー

13.3.6
PaulS.GRONER

137 (ヴァージニア大学教授 ・日文研客員教授)

「仏教の戒律 とは何か?」

38
13.4.10

LIZhuo

李 卓(南 開大学教授 ・日文研客員教授)

「中日姓名の比較について一親族の血縁性と社会性一」

エ ッ ケ ハ ル ト ・ マ イ

39
13.5.8 EkkehardMAY

(フ ランクフル ト大学教授 ・日文研客員教授)

殴 「西洋における俳句の新 しい受容へ」 ノ



/'

⑳
13.6.12

(2001)

潔 獺(畋 研外国人研究員)丶

「中国現代建築の成立基盤一留 日建築家 ・趙冬日と人民大

会堂一 」

13.7.10

ヘ ン リーD.ス ミ ス

HenryD.SMITH,II
141 (コロンビア大学教授 日文研外国人研究員)

「忠臣蔵再考一四十七士の三百年一」

ジ ョ ナ サ ンM.オ ー ガ ス テ ィ ン

⑩
13.9.18 JonathanM.AUGUSTINE(日 文研外 来研 究員)

「聖人伝 、高僧伝 と社会事業一古代 日本 、 ヨーロ ッパの高

僧 を中心 に一」

ア レ ク サ ン ダ ー ・ ボ ビ ン

13.10.9 AlexanderVOVIN
143 (ハワイ大学準教授 ・日文研客員助教授)

「日韓上代言語域:神 と国 と人と」

GUANWenNa

13.11.13 官 文娜(日 文研外国人研究員)
144 「日本社会における 『近親婚』と中国の 『同姓不婚』 との

比較」

チ グ サ キ ム ラ ス テ ィー ブ ン

13.12.11
ChigusaKIMURA-STEVEN

145 (ニュージーランド・カンタベリー大学準教授・日文研外国人研究員)

「大庭みな子『三匹の蟹』:ミニスカー ト文化の中の女 と男」

46
14.1.15

(2002)

SHINChangHo

申 昌浩(日 文研 中核的研究機関研究員)

「親 日仏教と韓国社会」

マ シ ミ リ ア ー ノ ト マ シ

47
14.2.12

MassimilianoTOMASI

(ウ ェ ス タン ワシ ン トン大 学準教授 ・日文研外 国人研 究員)

「近代詩における擬声語 について」

JEONGHyeKyeong

鄭 惠卿
14.3.12

148 (世宗大学校人文科学大学副教授 ・日文研外国人研究員)

「日韓言語文化の比較一語 る文化 と語らぬ文化一」

マ ッ シ ュ ー フィリップ マ ッ ケ ル ウ ェ イ

14.4.9
MatthewPhilipMcKELWAY

149 (ニューヨーク大学助教授 ・日文研外国人研究員)

又 「初期洛中洛外図の人脈と武家作法一三条本を中心に一」 ノ



〆

⑳
14.5.14

(2002)

LEE聯 劉 丶

(東西心理学研究所所長 ・日文研外国人研究員)

「禅心理学的生命観」

LUYi

⑪
14.6.11 魯 義

(中国 ・北京外国問題研究会教授 ・日文研外国人研究員)

「中 日関係 と相互理解」

ア レク シア ボ ロ

14.7.9
AlexiaBORO

152 (イタリア カ ・フォスカリ大学助手 ・日文研外国人研究員)

「建物 と権カー明治初期の東京の建築について」

YEEMilim

�3
14.9.10

李 美林

(日文研外国人研究員)

「近世後期 『美人風俗図』の絵画的特徴一 日韓比較一」

マ ル ク ス リ ュ ッ タ ー マ ン

14.10.8
MarkusRﾜTTERMANN

154 (日文研外国人研究員)

「伝授から伝統へ一中 ・近世日本における 『啓蒙』の一面について」

KIMMoonGil

⑮
14.11.5 金 文吉

(韓国・釜山外国語大学校教授 ・日文研外国人研究員)

厂神代文字 と日本キ リス ト教一 国学運動と国字改良」

ス ー ザ ンL.バ ー ン ズ

14.12.10 SusanL.BURNS
156 (米 ・シカゴ大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「問題化された身体一 明治時代における医学 と文化」

デ ビ ッ トL.ハ ウ エ ル

15.1.14
DavidL.HOWELL

157
(2003) (米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「天保七年常州那珂湊敵討ち一件顛末」

ZhanXiaomei

15.2.18 戦 暁梅;
158 (日文研研究機関研究員)

「隠逸山水に秘められた 『近代』一富岡鉄斎を読む一」

リ チ ャ ー ドH.オ カ ダ

15.3.11
RichardH.OKADA

159 (米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)

殴 「『母国語』 とは誰の言葉?:言 語 と国民国家」 ノ



/
⑪
15.4.8

(2003)

壱ih麟酷 丶
(カナダ ・セントメアリー大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「旧満州における戦前 日本の町づ くり活動」

ParkJeonY山

15.5.20
朴 銓烈

161 (韓国中央大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「神々の使者に扮装する愉しみ一門付け儀礼の演劇性をめぐって一」

RAgSQYongTack

15.6.10
林 容澤

162 (韓国 ・仁荷大学校副教授 ・日文研外国人研究員)

「詩の翻訳は可能か一金素雲訳 『朝鮮詩集』の場合一」

ボ イ カ エ リト ツ ィ ゴ バ

15.7.8
BoykaElitTSIGOVA

!63 (ブルガリア ・ソフィア大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「ブルガリア人の日本文化観一その理解と日本文芸作品の翻訳をめぐって一」

イ ンゲ マ リ ア ダ ニ エ ル ズ

15.9.9
IngeMariaDANIELS

164 (ロイヤル ・カレッジ ・オブ ・アー ト客員講師 ・日文研外来研究員)

「現代住宅に見 られる日本人と 『モノ』の関わ り方」

WANGCheng

6�
15.10.14

王 成

(首都師範大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「阿部知二が描いた"北 京"」

CHE[vHui

⑯
15.11ユ1 陳 暉

(中国社会科学院亜太日本研究所研究員教授 ・日文研外国人研究員)

「明治教育家 成瀬仁蔵のアジアへの影響一家族改革をめぐって一」

エ フゲーニーS.バ ク シ ェ エ フ

15.12.9
EvgenyS.BAKSHEEV

167 (国立ロシア文化研究所研究員 ・日文研外 国人研究員)

「人と神とが出会う場所 沖縄県宮古諸島の聖地・拝所一その構造と形態を中心として一」

MINJoosik

16.4.13 閔 周植
168
(2004) (韓国 ・嶺南大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「風流の東アジアー美を生 きる技法一」

コ ン ス タ ン テ ィ ン ノ ミ コ ス ヴ ァ ポ リ ス

69
16.5.11

ConstantineNomikosVAPORIS

(米 国 ・メ リーラ ン ド大学準 教授 ・日文研 外 国人研 究 員)

乂 「参勤交代と日本の文化」 ノノ



/
70
16.6.8

(2004)

豐聯 丶
(中国 ・東南大学教授 ・日文研外国人研究員)

「近代 における日本、中国の文人 ・作家の自殺」

ヴ ィクター ヴ ィク トロヴ ィッチ リ ビ ン

⑪
16.7.13

VictorVictorovichRYBIN

(ロシア ・サ ンク トペテルブルグ大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「知られざる歌麿一 『百千鳥狂歌合はせ』の詩的、文法的分析」

ス コ ッ ト ノ ー ス

16.9.14
ScottNORTH

172 (大阪大学大学院人間科学研究科助教授)

「セールス マ ンの死:サ ー ビス残 業 ・湾岸 戦争 ・過労死」

SEY正n

16.10.19 色 音
173 (中国社会科学院民族研究所研究員 教授 ・日文研外国人研究員)

「シ ャーマ ニズムか ら見 た 〈日本 的 なる もの〉」

16.11.9

LEE靆

174 (韓国 高麗大学校 日語 日文学科教授 ・日文研外 国人研究員)

「明治期の外国人留学生と文明開化」

ア レ ク サ ン ダ ー マ ー シ ャ ル ヴ ィ ー シ ー

16.12.14
AlexanderMarshallVESEY

175 (米国 ス トー ンヒル大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「近世村社会における仏教僧侶の村人との仲介役的役割」

ロ イ ア ン ソ ニ ー ス タ ー ズ

17.1.11
RoyAnthonySTARRS

176
(2005) (ニュージーランド オタゴ大学シニア ・レクチャラー ・日文研外国人研究員)

「国家主義者としての三島由紀夫一戦後の原点」

マ ッ ツ ア ー ネ カ ー ル ソ ン

⑰
17.2.8

MatsArneKARLSSON

(ス トックホルム大 学助教授 ・日文研外 国人研 究員)

「僕はこの暗合を無気味に思ひ_芥 川龍之介 『歯車』、ストリンドベリ、そして狂気」

WLYongmei

ﾎ�
17.3.8

呉 咏梅

(北京 日本学研究センター専任講師 ・日文研外国人研究員)

「アジアにおけるメディア文化の交通一中国人大学生が見た日本のテレビドラマをめぐって一」

ノ エ ル ジ ョ ン ピ ニ ン グ ト ン

79
17.4.12 NoelJohnPINNINGTON

(ア リゾナ大学助教授 ・日文研外 国人研究 員)

叉 「中世能楽論における 『道』の概念一能役者が歩むべき 『道廻ノ



//
17.5.10 郷 孅 … 丶

180
(2005) (日文研外国人研究員)

「韓 国現代 史 と 日本 につい て一1973年 か ら1988年 まで一」

17.6.14

イアン ジェームズ マ ク マ レ ン

IanJamesMCMULLEN
181

(オックスフォー ド大学ペンブロークカレッジ教授 ・日文研外国人研究員)

「徳川時代の孔子祭」

CHUNGJaeJeong

⑱
17.7.12 鄭 在貞

(ソウル市立大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「韓日につ きまとう歴史の影とその克服のための試み」

オ ギ ュ ス タ ン ベ ル ク

17.9.20
AugustinBERQUE

183 (フランス国立社会科学高等研究院教授 ・日文研外国人研究員)

「日本の住まいにおける風土性 と持続性」

17.10.11 馨 畿攫
184 (蔚山大学校人文大学日本語日本学科教授 ・日文研究外来研究員)

「韓国から見た日本のお盆」

セ ル ゲ イ ラ プ チ ェ フ

17.11.16 SergeyLAPTEV
185 (マクシム ・ゴリキー文学学院助教授 ・日文研外国人研究員)

「考古学 と文字 一古代 日本の漢字文化を中心に」

YOONSangIn

17.12.20 尹 相仁
186 (漢陽大学校国際文化大学日本言語文化学科教授 ・日文研外国人研究員)

「〈日流〉の水脈一なぜ韓国の若者は日本の現代小説に惹かれるのか」

ア ン ドリ ュー ガ ー ス ト ル

18.1.10
AndrewGERSTLE

187
(2006) (ロンドン大学SOAS教 授 ・日文研外国人研究員)

「女形の身体 を描 く一肉体表現 と流光斎 一」

ウ ィ リ ア ム パ ッ ク ブ レ ソ カ ー

18.2.21
WilliamPuckBRECHER

188 (南カリフォルニア大学助手 ・日文研外来研究員)

「郊外の隠遁への憧れ一江戸時代の郊外における美学的スペースー」

サ ー レ アーデル ア ミ ン

18.3.14
SALEHAdelAmin

189 (カイロ大学文学部日本語学科専任講師 ・日文研外国人研究員)

殴 「『国語』という神話一日本とエジプ トにおける言語の近代化をめぐってJノ



r
⑲
18.4.18

(2006)

KIM羅 丶

(全南大学校人文大学副教授 ・日文研外国人研究員)

「玄界灘を渡った鬼のイメージーなぜ韓国のトケビは日本の鬼のイメージで語られるのか一」

CHOIParkKwang

18.5.16 崔 博光
191 (成均館大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「京都 と文化表象一18世紀朝鮮通信使の目か ら一」

LIUChunYing

18.6.13 劉 春英
192 (東北師範大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「『満州国』時代 『新京』に於ける日本人作家」

alOUWeiHong

93
18.7.11 周 維宏

(北京日本学研究セ ンター教授 ・日文研外国人研究員)

「近代化による農村の変貌とその捉え方について一中日農村を比較 して一」
'

ダ リ アiユ バ ン バ リ ー テ

18.9.19
DaliaSVAMBARYTE

194 (リ トアニア ビリニュス大学講師 ・日文研究外来研究員)

「オセアニアの島々のイメージ形成をめ ぐって」

エ ド ウ ィー ナ パ ー マ ー

9�
18.10.10

EdwinaPALMER

(カ ン タベ リー大学教 授 ・日文研外 国人研 究員)

「ニュージーランドの学生が学ぶ 「日本」一高等教育の社会科カリキュラムを中心に一」

ヨ セ ブ キ ブ ル ツ

18.11.14 JosefA.KYBURZ
196 (フランス国立科学研究センター教授 ・日文研外国人研究員)

ふだ

「お札が語る日本人の神仏信仰」

ロ バ ー ト エ ス キ ル ド セ ン

18.12.13 RobertESKILDSEN
197 (日文研外国人研究員)

「異国船物語一江戸後期に描かれた船一」

プ ラ ッ ト ア ブ ラ ハ ム ジ ョ ー シ

19.1.16
PullattuAbrahamGEORGE

198 (ジャワハルラル ネルー大学日本語学科準教授 ・日文研外国人研究員)

殴 「日印関係とインドにおける日本研究一宮沢賢治の菜食主義の思想一Jノ

○ は報 告 書 既 刊

なお 、 報 告 書 の全 文 を ホ ー ムペ ー ジ で見 る こ とが 出 来 ます 。

http://www.nichibun.ac.jp/dbase/forum.htm



発 行 日

編集発行

*******

2006年12月25日

国 際 日本 文 化研 究 セ ン ター

京 都 市 西 京 区御 陵 大枝 山 町3-2

電 話(075)335-2048

ホームページ:http://www.nichibun.ac.jp

*******

◎2006国 際 日本文化研 究セ ンター







■ 日時

2006年10月10日(火)

午後2時 ～4時

■ 会場

キャンパスプラザ京都





注:ニ ュージーラン ドでは小学校までが義務教育 と定め られて いるため、

高等学校(HighSchool)で の教育は 「高等教育」にあた ります。

この冊子でい うところの 「高等教育」 とは、ニュージー ラン ドにお

ける 「高等教育」という意味で、日本国内で指すところの高等教育

とは異な ります。
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